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 ＪＲ連合東海地方協議会は、７月３０日、

名古屋市において第３０回定期委員会を開

催し、向こう１年間の活動方針を決定した。 

 冒頭、東海地協を代表して丸山知章議長

（ＪＲ東海ユニオン中央執行副委員長）が挨

拶に立ち、貨物鉄産労における組織拡大への

激励の言葉を述べるとともに、「ＪＲ産業の

持続的発展に向けた需要喚起等の政策活動

の充実化、伴野豊元ＪＲ連合国会議員懇談会副会長をはじめとする関係議

員の次期衆議院議員選挙必勝に向けて取り組む」と決意の言葉を述べた。 

 来賓は、ＪＲ連合からは政所大祐事務局長と相良夏樹組織部長が出席の

うえ、代表して政所事務局長が挨拶し、貨物鉄産労の組織拡大と産業雇用安

定助成金の支援拡充、次期総選挙に触れ、「組織強化に向けて、組織活動と

政治・政策活動との連携を図っていくことが重要」と述べた。このほか、中

部交運労協の石黒基仁事務局長、ＪＲ東海ユニオン地方議員団会議の河合

洋介愛知県議会議員、同会議の伴野顧問（元衆議院議員）が出席した。 

 その後、入谷政治事務局長より経過報

告及び活動方針の提起があり、質疑では

貨物鉄産労・東海地区本部執行委員長の

奥田武志代議員より組織拡大について感

謝の言葉が述べられ、執行部答弁を経て

満場一致の承認がなされた。役員改選で

は、入谷事務局長が退任し、新たに渡邉有

造事務局長（ＪＲ東海ユニオン中央執行委員）が選出された。 

 最後は、３年目となる丸山議長が「コロナ禍の苦しい状況下であるが、東

海地協に結集する全組合員で組織一丸となって取り組んでいこう」と述べ、

力強い団結がんばろうで定期委員会を締めくくった。 


